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〝 

新
書 

〟
を
読
ん
で
み
よ
う
！ 

  

文
庫
本
は
主
に
小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
本
が
多
い
の
に

対
し
て
、
新
書
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
本
で
す
。
１
５
年
程
前

か
ら
新
書
ブ
ー
ム
が
始
ま
り
、
養
老
孟
司
「
バ
カ
の
壁
」(

新
潮
新
書)

、

樋
口
裕
一
「
頭
が
い
い
人
、
悪
い
人
の
話
し
方
」(

PH
P

新
書)

、
山
田
真
哉

「
さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か
？
」(

光
文
社
新
書)

、
三
浦
展
「
下

流
社
会
」
（
光
文
社
新
書
）
、
藤
原
正
彦
「
国
家
の
品
格
」(

新
潮
新
書)

な

ど
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
出
版
社
が
新

規
参
入
し
、
い
ま
で
は
様
々
な
新
書
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
書
は
教
養
書
・
そ
の
分
野
の
入
門
書
的
な
役
割
も
あ
る
た
め
、
よ
く

大
学
で
は
教
科
書
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
。
大
学
時
代
、
教
授
は
、
約
２

０
０
ペ
ー
ジ
の
新
書
を
約
２
時
間
で
読
む
と
言
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
の

で
す
が
、
僕
は
遅
読
な
の
で
到
底
不
可
能
で
す
。 

前
記
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
始
め
、
最
近
話
題
に
な
っ
た
新
書
や
手
元
に

あ
っ
た
お
も
し
ろ
い
新
書
を
ク
ラ
ス
文
庫
に
入
れ
ま
し
た
。
是
非
一
度
手

に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
現
在
の
蔵
書 <

新
書>

】 
 

・
養
老
孟
司
「
バ
カ
の
壁
」(

新
潮
新
書) 

・
樋
口
裕
一
「
頭
が
い
い
人
、
悪
い
人
の
話
し
方
」(

P
HP

新
書) 

・
山
田
真
哉
「
さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か
？
」(

光
文
社
新
書) 

・
三
浦
展
「
下
流
社
会
」
（
光
文
社
新
書
） 

・
藤
原
正
彦
「
国
家
の
品
格
」(

新
潮
新
書) 

・
左
近
司
祥
子
編
「
西
洋
哲
学
の
１
０
冊
」
（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
） 

・
本
郷
和
人
「
承
久
の
乱
」（
文
春
新
書
） 

・
亀
田
俊
和
「
観
応
の
擾
乱
」（
中
公
新
書
） 

・
呉
座
勇
一
「
応
仁
の
乱
」（
中
公
新
書
） 

・
井
上
章
一
「
京
都
ぎ
ら
い
」（
朝
日
新
書
） 
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・
増
田
四
郎
「
大
学
で
い
か
に
学
ぶ
か
」（
講
談
社
現
代
新
書
） 

・
堤
未
果
「
ル
ポ
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
」（
岩
波
新
書
） 

・
斎
藤
孝
「
違
和
感
の
チ
カ
ラ
」（
角
川
ｏ
ｎ
ｅ
テ
ー
マ
２
１
） 

・
長
谷
川
英
祐
「
働
か
な
い
ア
リ
に
意
義
が
あ
る
」（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
新
書
） 

 

⁑
 
⁑
 
⁑
 

 

❐ 

ク
ラ
ス
文
庫
よ
り 

❐ 

  

○
○
年
△
△
△
が
あ
っ
た
と
「
点
」
で
憶
え
る
だ
け
で
は
歴
史
は
お

も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
何
故
そ
の
事
件

が
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
世
の
中
は
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
誰
が
関
わ
っ
た
の
か
、
等
々
。
歴
史
を
ス
ト

ー
リ
ー
で
考
え
、
複
眼
的
に
見
て
い
く
と
お
も
し
ろ
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
歴
史
の
転
換
点
に
は
必
ず
大
き
な
「
い
く
さ
」
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
話
題
に
な
っ
た
三
冊
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

・
本
郷
和
人
「
承
久
の
乱
」（
文
春
新
書
） 

「
天
皇
・
貴
族
社
会
」
か
ら
「
武
家
社

会
」
へ
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
実
質
的
転

換
点
。
文
武
に
卓
越
し
た
後
鳥
羽
上
皇

Ｖ
Ｓ
「
東
国
の
王
」
執
権
北
条
義
時
の

戦
い
。 

 

・
亀
田
俊
和
「
観
応
の
擾
乱
」（
中
公
新
書
） 

室
町
幕
府
初
期
、
征
夷
大
将
軍
足
利
尊

氏
Ｖ
Ｓ
幕
政
を
主
導
し
て
い
た
弟
直

義
。
権
力
奪
取
を
図
る
南
朝
も
絡
み
、

全
国
規
模
に
発
展
し
た
内
乱
。 

 

・
呉
座
勇
一
「
応
仁
の
乱
」（
中
公
新
書
） 

将
軍
後
継
問
題
足
利
義
視
Ｖ
Ｓ
足
利

義
尚
、
細
川
勝
元
Ｖ
Ｓ
山
名
宗
全
、
管

領
家
畠
山
・
斯
波
両
氏
の
家
督
争
い
な

ど
、
京
都
を
舞
台
に
東
西
両
軍
に
分
か

れ
、
約
十
一
年
間
続
い
た
戦
い
。
そ
の

後
、
時
代
は
戦
国
へ
と
突
入
し
ま
す
。 

 

 

✐
✐
✐
後
記
✐
✐
✎ 

 

夏
休
み
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
「
ミ

ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
を
見
て
き
ま
し
た
。

「
モ
ナ
リ
ザ
」
「
サ
モ
ト
ラ
ケ
の
ニ
ケ
」

「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
は
こ
こ
を
訪

れ
た
誰
も
が
必
ず
観
る
作
品
で
、
柵
に

囲
わ
れ
た
そ
の
周
り
に
は
幾
重
に
も
人

垣
が
で
き
、
皆
一
様
に
カ
メ
ラ
や
ス
マ

ホ
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
２
６
年
振
り

の
「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
と
の
対
面
。

彼
女
の
顔
色
は
く
す
み
、
筋
肉
に
張
り

が
な
く
、
少
し
老
け
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。 

今
回
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
サ

モ
ト
ラ
ケ
の
ニ
ケ
」
で
し
た
。
映
画
「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
」
で
ヒ
ロ
イ
ン
が
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
号
の
甲
板
先
端
で
両
手
を
広
げ

た
ポ
ー
ズ
を
取
る
の
は
、
こ
の
「
サ
モ

ト
ラ
ケ
の
ニ
ケ
」
の
真
似
で
す
。
今
ま

さ
に
飛
び
立
と
う
と
準
備
す
る
筋
肉
の

状
態
は
、
大
理
石
に
彫
ら
れ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
躍
動
感
で
す
。「
動
」
に
変
換

す
る
直
前
の
「
静
」。 

       

や
は
り
、
一
番
人
気
は
「
モ
ナ
リ
ザ
」

で
、
３
０
分
並
ん
で
、
や
っ
と
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

係
員
に
「
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
・
フ
ォ
ト
」

と
移
動
を
促
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

枚
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
並
ん
だ
感
じ

だ
っ
た
。 
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